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リチウムイオン電池の例を引くまでもなく，Co酸化物は現代生活に重要かつ不可欠のも
のとなっている。一方で Co酸化物は基礎研究の対象としても長らく研究者を惹きつけてき
た。特に形式価数 3価のペロブスカイト型 Co酸化物のスピンクロスオーバー現象は現在も
活発に研究されている。その中で最も研究されまた最も難しい LaCoO3は 1950年代からそ
の異常な磁化率の起源が研究されてきている[1]。低温基底状態が 3d 6低スピン（LS）状態
であることは明らかである一方，温度上昇とともに増大する磁化率は 100 K付近にピーク
を持つ。しかしその起源を単に高スピン（HS）状態であるとする単純な LS-HSモデルで
は説明がつかず，中間スピン（IS）状態を考慮する LS-IS-HSモデル[2,3]，LS-HSのエネ
ルギー差が HSの占有率増大に従って変化するモデル[4]，あるいはスピン軌道相互作用を
考慮するモデル等[5,6]が提案され，現在に至っている[7]。 
さて，軟 X線吸収分光（XAS）・光電子分光は電子構造の測定手段であり磁性を直接測

定するものではない。ところが遷移金属 L23端の XASは LS，HSといったスピン状態，さ

らには価数に敏感であり，ここで問題とする Co酸化物の磁性を理解する上で極めて有効で

ある．そのためこれまでも多くの XASによる研究があるが[6,8]，本問題の難点はまさにク

ロスオーバーにあり，「本当の」HSあるいは IS状態スペクトルが得られないことにある。

これに対して我々は「真の」HS，ISのスペクトルを追及するという別の角度からのアプロ

ーチを試みてきた[9]。本講演では，我々が近年行っている HS Co酸化物の研究を中心に紹

介する。 
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